
三沢市歯の健康づくり推進委員会会議録 

 

 

・日 時  令和２年１２月２２日（火）１３：００～１４：００ 

・場 所  三沢市保健相談センター 大会議室（２階） 

・出席者  小西史人  山木昭秀  吉田悦子 

伊藤博次  林 光利  佐々木美佳  蓬畑恵久美   （敬称略） 

・事務局  市民生活部 部長    工藤雅則 

国保年金課 係長    豊川奈津子 

介護福祉課 保健師   内村憲司 

学務課   主任主査  中野渡好子 

健康推進課 課長    小笠原五十治 

課長補佐  根岸満智子 

係長    山口文衣 

主任保健師 齋藤三千代 

保健師   髙橋千里  辻尚美 

 

・概 要 

   部長挨拶 

議  事；令和元年度歯科保健事業実績、令和２年度歯科保健事業進捗及び令和３ 

年度歯科保健事業計画について報告後、意見交換を行った。 

 

  意見 

①上十三保健所管内において、幼児の健診時にフッ化物塗布を実施している市町村

は増加しているが、フッ化物洗口を行っている市町村は多くない。先駆けてフッ

化物洗口を実施してきた三沢市のやり方を参考にしたいという話もあり、県内全

体に広めていきたい。 

②成人期の歯科健診の受診率が低いことが課題である。老齢期に自分の歯で食事で

きる、そしてフレイル予防のためにも受診率向上を図る必要がある。口は病気の

導入口であることから、医療費の相対的な低下にもつながる。 

③フッ化物洗口は今年度からミラノールを使用している。他の薬剤との区別をつけ

るためにシナモン臭があるため、そのことについて問い合わせがあった。調製、

配達を全て薬剤師会が行うことでスムーズに実施できている。他市町村で実施す

る場合には参考にして欲しい。 

④親子でのむし歯ゼロや継続することができた場合などに表彰する機会を設けるな

どむし歯に対する意識を高めると良いのではないか。 

⑤幼児集団健診時に交付しているフッ化物塗布無料券の利用率が低いことから、ど

のタイミングで使えば良いのかアドバイスをしてはどうか。 

⑥インフルエンザは口腔内の清潔を保つことで予防できるというエビデンスがしっ

かりとある。新型コロナウイルスも防ぐことができるかもしれない。歯周病と感

染症との関係についてアピールが必要である。 



⑦三沢市では幼少期からフッ化物洗口を行い、むし歯予防に対する意識が高い。高

校生も昼休みに学校で歯磨きをし、フッ化物塗布をすることが当たり前という考

えを持っている。フッ化物洗口について、今一度初心に戻って広めていく必要が

ある。 

⑧歯周病を治癒させることは難しいが、重症化しないように定期的にクリーニング、

ブラッシング方法の見直しが大切である。また、衛生状態への関心を高めるため

には幼少期からの生活習慣が大きく関係している。 


